
［標準様式例6-2］
　【　　工　事　　】

契約変更年月日 令和　６年１１月２７日

契 約 業 者 名 （株）磯建

契約業者の住所 茨城県結城郡八千代町大字菅谷８８４番地の９

工 事 の 名 称 Ｒ５圏央道大生郷地区改良その５工事（第１回変更）

工 事 場 所 自）茨城県常総市大生郷町　至）茨城県常総市大輪町

工 事 種 別 一般土木工事

　道路土工　　　　　　　　　　　　　１式

　法面工　　　　　　　　　　　　　　１式

工 事 概 要 　擁壁工　　　　　　　　　　　　　　１式

（変更した内容に 　石・ブロック積（張）工　　　　　　１式

ついて記述する） 　排水構造物工　　　　　　　　　　　１式

　構造物撤去工　　　　　　　　　　　１式

　仮設工　　　　　　　　　　　　　　１式

工 期 （ 自 ） 令和　６年　１月１１日

工 期 （ 至 ） 令和　６年１１月２９日

変更前の契約金額 ¥107,250,000

変 更 金 額 増 ¥95,755,000

変更後の契約金額 ¥203,005,000

変 更 理 由

（　第１回、最終　）契約変更の内容

 １．道路土工、法面工
１）現地精査の結果、掘削工、路体盛土工、路体盛土工（ＩＣＴ）を
数量精査（増）する。
２）現地調査の結果、新たな進入路の確保が必要となったため、
路床盛土工（ＩＣＴ）を追加する。
３）設計照査の結果、法面施工の必要が生じたため、法面整形工
（ＩＣＴ）、残土処理工、法面工、を追加する。

 ２．擁壁工
　設計照査の結果、現地状況との整合を図るため形状の変更が
生じたため、帯鋼補強土壁・ｱﾝｶｰ補強土壁工（AD2側）を減工
し、帯鋼補強土壁・ｱﾝｶｰ補強土壁（No.244+33～No.245+50）、作



業土工を増工する。

 ３．石・ブロック積（張）工
　現地調査の結果、盛土を施工するにあたり、ブロック積擁壁を
施工する必要が生じたため、作業土工、コンクリート積ブロック工
を追加する。

 ４．排水構造物工
１）現地調査の結果、補強土壁部の排水経路を確保する必要が
生じたため、作業土工を増工し、側溝工を追加する。
２）設計照査の結果、集水桝・マンホール工を減工する。

 ５．構造物撤去工
１）現地調査の結果、盛土施工箇所に使用されていない工事用
道路があったため、排水構造物撤去工を追加し、構造物取壊し
工、運搬処理工を増工する。
２）設計照査の結果、防草シート撤去工を減工する。

 ６．仮設工
１）現地調査の結果、新たな進入路の確保が必要となったため、
工事用道路工を追加する。
２）現地調査の結果、Ⅰ期線側の盛土が崩れないよう土留めされ
ていたため、土留・仮締切工の撤去を追加する。
３）現地精査の結果、前工事より仮設材を引継ぐこととなったた
め、保守管理（花島地区）を追加する。
４）大輪ストックヤードの管理を引継ぐ必要が生じたため、応急処
理工を追加する。

 ７．共通仮設費
１）現地調査の結果、大輪ストックヤードにて使用していない敷鉄
板があったため、運搬費を追加する。
２）現地精査の結果、進入口確保のため、前工事より借地をおこ
なっていた箇所を引継ぐこととなったため、借地料として役務費を
追加する。
３）本工事は発注者指定型のＩＣＴ活用工事であるため、ＩＣＴ活用
に係る技術管理費を増工する。

 ８．工期
　工期は元設計のとおりとする。


